






























それより 1 か月ほど前の 7 月 2 日（木）午後
に、豊橋市今橋町の豊橋美術博物館にて挙行され
た「開館30周年記念展ターナーから印象派へ一光
の中の情景j の開場式および内覧会に、武井ポス
ト・ドクターとともに参加する機会があった。そ
こで私が感心したこととしては、進行がi帯りなく
かっ手際よく行われたことあり、外部各所とのタ
大学史事務室佃 隆一郎
イアップが（むしろそれだからこそ）準備と打ち
合わせが入念にされたことがうかがえ、また開館
30 年という節目にあたっての、豊橋美術博物館
の意気込みも感じられた。
この時の見学は、同館から越知研究員への招待
がきっかけであって、同研究員の別件での出張に
よる“代理”参加という形になったが（越知研究
員が副館長の方に電話で連絡の上、紹介状として
名刺を下さった）、私たちにとって開場式や内覧
会を見学する機会は初めてであって、今後記念セ
ンターで同様の行事を聞くために、今回の経験は
生かしていかなければならないと考えている。
3 年前のオープン・リサーチ・センター立ち上
げの頃より、私たちに常に叱陀激励を下さってい
る越知研究員へは改めて感謝の意を表します。
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